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本
近
世
初
期
に

お

け

る

　
　

仏
教
支
援
ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

に

つ

い

て

高
　
井

　
恭

　
子

　

本
発
表
は
、

日

本
黄

檗
に

よ

る

初
期
黄
檗
版
の

成
立
・

刊
行
・

頒
布

が
、

ど

の

よ
う
な

背
景
で

行
わ
れ

た
か

に

つ

い

て
、

既
に

明
ら

か

に

し
た

踏
査

結
果
『

黄

檗
文

華
』

第
一

二

七

号
と

新
出
資
料
に

基
づ

い

て

明
ら

か

に

す
る

。

　
三

河
龍
渓
院
（
曹

洞
）

所
蔵
の

黄

檗
版
一

切
経
（
以

降、

龍
渓
院
本
と

い

う）

は
、

貞
享
二

年
（

一

六

八
五
）

三

河
龍
海
院
（
曹
洞）

江
南
和
尚

に

よ
る

寄
進
で

あ
っ

た
。

そ

れ

は、

『
大
明
三

蔵
聖

教
目
録』

や
『

禪
林
寶

訓
』

を

完
備
し

た
初
版
と

見
ら
れ

る

三

河

華
蔵
寺
（

臨
済）

の

入

蔵
（

元

禄
十
五

年、

一

七
〇
二
）

よ

り
、

十
七
年

早
い

。

同
寺
の

黄
檗
版
（
以

降、

華
蔵
寺
本
と

い

う
V

は
、

高
家

筆
頭
吉
良
氏
に

よ
る

菩
提
寺
へ

の

寄
進
で

あ
る

こ

と

も

鑑
み

て
、

初
刷
版
（
近
江
正

明
寺）

の

内
容
を

さ
ら
に

整
え

た

改
訂
版
で

あ
る

と

発
表
者
は

見
て

い

る
。

龍
渓
院

本
は

『

大
明
三

蔵
聖

教
目
録
』

坤
巻
を

備
え

ず
、

幾
つ

か

の

収
録
経
典
を

検
討
し

つ

つ

刊
行
さ

れ
た

形
跡
を
確
認
す
る

こ

と

が

で

き
た

。

と

す
れ
ば、

同
本
は

、

正
明
寺

本
か

ら

華
蔵
寺
本
へ

と

移
行

す
る

途
中
の

刊
行
で

あ
る
こ

と

に

な

る
。

　
龍
渓
院
の

住
持
は

輪
番
制
で

、

小
浜
空
印

寺
、

古
河

永
井
寺

、

三

河
長

圓
寺
な
ど
か

ら

も

赴

任
し
た

。

こ

れ
ら
の

寺

院
に

は、

そ
れ

ぞ

れ
、

酒

井

忠
勝
（
一

五

八

七

ー
一

六
六
二
、

雅
楽
頭
ー
空

印
寺、

嫡
男

忠
直
開
基）
、

永
井
尚
政
（
一

五

八
七

ー
一

六

六
八、

山
城
守
−

永
井
寺
）

、

板
倉
宗
重

（
］

五

八

六

ー
一

六
五

六、

京
都
所
司

代
；

長
園
寺）

が

檀
越
と

な
っ

て

い

る
。

檀
越
に

は、

束
渡
・

開
宗
し

た

ば
か

り

の

日
本
黄
檗
を

支
援
す
る

と

い

う

共
通
点
が

あ
っ

た
。

さ
ら

に
、

彼
ら
は

幕
府
の

重
臣
で
、

永
井
を

除
い

て

三

河
西
尾
の

出
身
で

あ
る

こ

と

も
共
通
し

特
徴
的
で

あ
る

。

　
龍

渓
院
の

後
に

黄
檗
版
を
施
入
し

た

華
蔵
寺
（
高
家
筆
頭
吉
良
氏

菩
提

寺）

は、

臨
済
で

あ
る

も
の

の
、

西
尾
の

直
近
で

あ
る

三

河
吉
良
に

存

在

す
る

。

吉

良
氏
に

お

い

て

は
、

義
冬
ー
義
央
（
｝

六

四
｝

1
一

七
〇
二
）

と

二

代
に

わ

た

っ

て
、

日
本
黄
檗
住
持
の

隠
元

隆
埼
（

一

五

九
二

ー
一

六

七

三
）

と

の

交
流
が

あ
っ

た
。

当
然

、

吉
良
氏
は

、

酒
井
氏
や

板
倉
氏
と

の

交
流
も

密
接
で

あ
っ

た
こ

と

は

間
違
い

な

い
。

　
ま

た
、

二

代
住
持
木
庵

性
珞
（
｝
一

六
】

1
一

六

八

四）

に

お

い

て

も
、

隠
元
と

幕
臣
の

交
流
を

持
続
し

つ

つ
、

曹
洞
僧
と

の

交
流
を

深
め
た

こ

と

は

語
録
か

ら

分
か

る
。

　
三

河
龍
渓
院
は、

黄
檗
版
一

切

経
所
蔵
だ

け

で

な

く
、

五

代
住
持
高
泉

性
激
（

一

六
三

三

ー
一

六

九
五
）

の

額
を

法
堂
に

掲
げ
る

な

ど、

三

河
幕

臣
ら
と

そ

の

檀
寺
や
日

本
黄
檗
と

の

密
接
な

交

流
を

証
明
し

て

い

る
。

ま

た
、

木
庵
と

交
流
が
あ
っ

た

卍
山
道
白

（

一

六
三

五

−
一

七
一

五）

を
承

け
て

曹
洞

宗
内
の

規
矩
を
整

備
し

た
面

山

瑞
方
（
一

六

八

三

−
一

七

六

九）

は、

龍
渓

院
の

輪
番
に

当
た
っ

た

僧
で

あ
る

。

　
こ

こ

か

ら

新
た

な
点
に

注

目
で

き

よ
う

。

そ
れ

は
す

な
わ

ち

次
の

こ

と

で

あ
る

。

ま

ず
、

幕
臣

等
に

よ
る
一

切

経
購
入
や
日

本
黄
檗
と
の

交
流
か

ら

は、

日

本
黄
檗
の

開
宗
−

伽
藍
造
営

ー
黄
檗

版
開

版
ー

頒
布
と
い

っ

た

初
期

事
業
に

、

三

河
出
身
の

幕
臣
グ
ル

ー

プ
の

貢

献
が
あ
っ

た
こ

と
で

あ

る
。

次
に、

一

連
の

黄
檗
版
事
業
が
、

政
治
的
に

軌
を
一

に

す
る

グ
ル

ー

プ
に

よ

っ

て

支
援
さ

れ、

宗
旨
を
超
越
し
た
寺
院
に

よ
っ

て

も
事
業
が

推
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進
さ

れ
た

こ

と

で

あ
る

。

三

河
龍
渓
院
は、

こ

う
し
た

幕
臣
グ
ル

ー
プ

の

支
援
を
受
け、

宗
派
や
派
閥
を

超
越
し

た

僧
侶
た

ち

に

よ
っ

て

支
え
ら
れ

る

寺
院
で

あ
っ

た

と

見
る
こ

と
が

で

き
よ

う
。

こ

う
し

た

宗
旨
を

異
な
ら

せ

る

寺
院
や

僧
侶
た

ち
の

事
業
推
進
は
、

特
に

注
目
に

値

す
る

。

そ

れ

は
、

曹
洞

（

黙
照
禅）
・

臨
済
（
看
話
公

案
禅
）

・

日

本
黄
檗
（

文
字
禅）

は
、

本
来

宗
旨
を

異
な
ら

せ

る

か

ら

に

ほ

か

な
ら

な
い

か

ら

で

あ
る

。

　

状
況
か

ら

す
る

と
、

一

緒
に

事
業
を
進
め

た

各
宗
派
は、

後
に

そ

の

宗

旨
に

遵
っ

て、

行
動
を
異
な
ら
せ

る

こ

と

が

想

像
で

き

る
。

　
で

あ
れ
ば

、

そ

の

各
宗
派
が

宗
旨
を
超
え
る

た

め

の

理
の

所
在
を

解
明

す

る

必
要
が

あ
る

が
、

そ
れ
に

つ

い

て

は

別
に

譲
り

た

い
。

近
代
ド

イ
ツ

宗
教
思
潮
に

お

け

る

仏
教

　
　

1
ベ

ッ

ク

を
一

事

例
と

し

て

ー
春

　
近

敬

　
ド

イ
ツ

人

ヘ

ル

マ

ン

・

ベ

ッ

ク

（
靄

費
ヨ
ロ

づ
づ

じ口
 
o
屏

貫

冨
¶

マ
H

鴇
¶）

は

ベ

ル

リ
ン

大
学
に

て

イ
ン

ド

学
を

学
び

、

カ

ー

リ
ダ

ー
サ

の

研

究
で

哲

学
博
士
号
を

、

チ
ベ

ッ

ト
文
法
の

研
究
で

教
授

資
格
を

取
得
し
た
な
ど、

当
時
の

ド
イ

ツ

の

典
型
的
な
文

献
学
者
で

あ
っ

た
。

し
か

し
一

方
で
］

九

＝

年、

シ
ュ

タ
イ
ナ
ー
の

講
演
を

初
め

て

聴
き、

人

智
学
の

思
想
に

大

い

に

傾
倒
す
る

。

第
…

次
大

戦
後
の
｝

九
二

二

年、

人

智
学
の

キ

リ
ス

ト

観
に

基
づ
い

た

宗
教
団
体
「

キ
リ
ス

ト

者
共
同

体
」

に、

設
立
メ

ン

バ

ー

の
一

人
と

し

て

参
加
し
た

。

以

降、

一

九
三

七

年
の

死

去
ま

で

同
団

体
の

司
祭
と

し
て

活
動
し
た

。

　
ペ

ッ

ク
は

、

仏
教
は

哲
学
的
要
素
で

は
な
く
神
秘

的
要
素
こ

そ

が

核
心

で

あ
る

と
し

、

仏
陀
は

哲
学
者
で

は
な
く、

大
乗
仏
教

的
な

救
済
者
で

あ

り、

し
た
が

っ

て

南
伝
仏
典
よ

り
も、

神
秘
的

・

神
話

的
要

素
の

強
い

北

伝
仏
典
が

仏
教
の

本
意
を

伝
え

て

い

る

と
し
た

。

こ

の

よ
う
な

仏
教
理
解

は
、

仏
教
と
は

哲
学
的
な
も
の

で

あ
り、

合
理
的
に

解
釈
可
能
で

あ
る
と

す
る

当
時
の

ド

イ
ツ

の

仏

教
研
究
の

主

流
か

ら
大
き

く
逸
脱
し

て

お

り、

今
で

も
仏
教
研
究
史
に

お

い

て

も
重
く
扱
わ

れ
て

い

な

い
。

　
こ

の

ベ

ッ

ク
の

仏
教
理

解
の

背
景
に

は
、

シ

ュ

タ

イ

ナ
ー

の

人
智
学
の

世
界
観
が

存
在
す

る
。

人
智
学
で

は
、

人
間
は

瞑

想
等
に

よ

る

特
定
の

修

行
を

通
し

て、

「

超
感
覚
的
領
域
」

で

あ
る

高
次
の

認
識
を

獲
得
で

き

る

と

考
え

る
。

シ

ュ

タ

イ
ナ
ー

は、

こ

の

「

超
感
覚
的
領
域
」

の

認
識
の

上

に

立
て

ば
、

精
神
や

宗
教

、

入

類
の

問
題
を
近

代
自
然

科
学
と

同
じ

厳
密

さ
で

探
究
で

き

る
と

主

張
し
た

。

一

九
一

六

年
に

書
か

れ
た

主
著

『

仏

教
』

に

は
、

既
に

人

智
学
的
世

界
観
の

影
響
が
み

ら
れ
る

。

一

九
二

二

年

以
降
の

ベ

ッ

ク
は
、

キ

リ

ス

ト

者
共
同

体
司
祭
と

し
て

人
智
学
の

世
界
観

を
全
面
に

押
し

出
し
た

著
作
を

多
数
発
表
す
る
が
、

根
本
的
な

仏
教
理
解

で

は
共

通
し

て

い

る
。

　
こ

の

人

智
学
の

世

界
観
の

影
響
を
受
け
て

い

る
と

考
え

ら
れ

る

仏
教
理

解
と
し
て

は、

以
下
の

要
素
が

挙
げ
ら

れ
る

。

 
仏
教
は

哲
学
的

、

思
想

的
な
も
の

で

は

な

く
、

徹
底
し

て

実
践
の

行
と

し

て

の

ヨ

ー

ガ

で

あ
る

。

 
仏
伝
な
ど
に

見
ら

れ
る

神

秘
的、

幻
想
的
な

記
述
は

文

学
的
表
現
で

も

仏
教
の

神
話
化
で

も
な
く、

現
に

存
在
す
る

「

超
感
覚
的
領
域
」

の

世
界

の

諸
相
を

象
微
的
に

表
現
し
た

も
の

で

あ

る
。

 
仏
教
は
キ

リ
ス

ト

教
に

最
終
的
に

合
流
さ

れ

る

べ

き

「

生

命
の

流
れ
」

で

あ
る

。

し
か

し
、

こ

こ

（1479）387

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


